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昨 年 暮の7日 間 に わた って 、医 学教 育 者 ワー ク シ ョ ッ
ブ が、 静岡 県 裾野 市の 富 士教 育 研 修所 で開 か れ 、参 加 す
る機 会 を得 た。 旭 川医 科 大 学 に おい て も、 す で に小野 寺
教 授(内 科 学 第 一・講座)が 昨 年度 の本 ワー ク シ ョッ プ に
参 加 され 、 また昨 年6月 、 シ ドニ ー に お けるWHO国 際
ワ ー ク シ ョ ップ にも出 席 され た し、昨 年8月 に は本 学 の
全講 座 学科 目代 表 が参 加 して 、旭 川医 科 大 学医 学 教 育 ワ
　
一 ク シ ョ ップ も開催 され た こ とで も あ り、 多々重 複 す る
とは思 うが、 敢 て その 愚 を顧 みず 、 その 内 容 の一 部 を紹
介 し、幾 許 かの感 想 を述 べ てみ た い。
桶1∫お よ び 奉後 の医 学 教 育 が改 善 され なけ れ ば な らな
い との 主張 は、 最近 の 世 界 的傾 向 で あ り、 日本 にお い て
もその 例 外で は ない。 しか し、"な ぜ"改 革 すべ きで あ
るの か、 また医 学教 育 の"何 を""ど の よ うに""誰 が"
改革 す べ きで あ るの か、 疑 問点 が整 理 され て い るわ け で
は な い。 こ ・に、 われ われ の周 囲 の問 題 点 を 、改 め て ほ
じ く り返 して検討 を加 え、 そ こか ら新 た な教 授(学 習)
方法 を見 出 そ うとす るの が 、 この ワ ー.クシ ョ ップの 日的
で あ った。
ワー ク シ ョップ(Work-shop)と い う、馴 染 み の少 な
い言 葉 に戸惑 い を感 じなが ら参 加 した7日 間 、世 問 と隔
絶 された富 士 山 麓 の静 寂 な環 境 で 、 大学 、病 院 の 各 分野
の医 育 者 と同 じ食事 を取 りな が らの共 同 生活 の 中 で 、毎
日午前9時 か ら午後9時 まで、 医学 教 育 に関 す る問題 を
徹底 的 に討 論 した 、 いや 討論 させ られた 。 この 討 論学 習
方式 が"Work-shOP"の 意味 す る もの で ある こ とに 気
付 いた の は 、参 加3日 目に な って か らで あ っ た。 最 初 か
ら最 後 まで 、 ま とま つた講義 講 演 方式 は採 らず 、 小 グル
ー プで の討 議 、 各 グ ルー プ の討 議結 果の 全体 の場 での 総
合討 議 、資 料 につ いて の 討議 と、討 論学 習 方式 の実};祭を
知 り、振 り返 つて その過 程 をみ る時 、 成 果を挙 げ る点 で 、
極 め て効 果 的 な 方法 で あ る こ と に気付 か された 。
"な ぜ"イ ン ター ン制 度 が失 敗 に帰 し廃 止 された
か ら…一 、 アメ リカのECFMGIEducationalCouncil
forForeignMedicalGraduates)の 試験 で 、il本
の 医 科 大学(医 学 部)皐 業生 の 成績 が 芳 し くなか っ た か
ら…一 、医学 の進 歩 に と も な う各 分野 で の 分割 的教 育 現
状 の非 効 率性 が問 題 に な っ てい るか ら一 …、或 は現 在の
医療 行政 の 矛盾 の 改 革 につ なが るか ら…・…、 等 々、 その
改 革へ の 発想 点 は,異な る に して も、 要は 、現 代 社 会の ニ
ー ドに応 え得 る医 師 、研 究 者の育 成 に教育 目標 をお く"
よ りよ き医学 教 育"を 志 向 す るこ と にあ る。
``何をどの よ うに"現 在の 医 学教 育 改 革 の重力き に
二っ の 流 れ が あ る.そ の ・つ は、現 在の教 育 制 度 を踏 襲
し、 その 中で カ リキ..Lラ ム を改 革せん とす る 方向 、第2
は 、教 育制 度 その もの を根 本的 に祈 た な ちの に しよ うと
す る 方向で あ る。
この ワ ー ク シ ョ ッフで は 、 まず"カ リキLラ ム とは 何
か?"の 討 議 か らス ター トし、実 際 の カ リキ 」.ラ ム 、1ノニ案
まで の過 程 が、討 議 につ ぐ討 議 の中 で 検討 され 、 ワー ク
シ ョッフの 大 半の 時 間 が 、 この カ リキ.Lラ ムの課 題 に費
や され た。
カ リキ ュ ラム と は``学 習 者が 具体 的 に把握 した 学 習 目
標 に向 って進 むた め の学 習 者と教 師 とのlf動 計画,ザ で
あ る。
まず 学習 日標 が 明確 に設定 され な けれ ば な らず 、 この
学 習 目標 は常 に社 会の ニ ー ドに 合致 す る もの で あ って 、
具 体性 を有す る もので な けれ ば な らな い,こ ・での 具体
性 は、 そ の機 関 で の現 実 的 制約 を 考慮 に 入れ 、学 習 者に
とって 現実 的 で 、 実行 可能 な 、 目.つ理 解 し得 る もぴ)を意
味 す るQ学 習 者は こ の 目標 に向 って 彰 ごられ た学 習 加1各
によ って学 習 し、評 価 さ れ る。 この評 価 の結 果1ますべ て
にフ ィ_ド バ ッ ク され な けれ ば な ら ない
この カ リキ ュ ラム の性 格 か ら明 らか な 如 く、"カ リキ
ュ ラムの 改 革"は 、 社 会 、機 関(管 理 者)、 教 官 、学 習
者 を含む 人 間関 係 に 変化 を もた らす 動的 過 程 で あ る.、 一
誌で か よ うに 言 い得 るもの の 、 こ ・には想 像 に 有余 る 多
くの 問題 が存 在す る こと は 当然 考え られ よ う、カ リキ.:一
ラム 委員会 の みの 問題 で は ない こ と は 当然 の こと、 異 な
った教 育 思 想 を持 っ 教官 の間 の 関 係 、学 習 者の 基礎臼孔1学
ノ」と その意 欲 の 問題 か ら、 大は 行政 に まで 及ぶ こ ・に
カ リキ.-Lラ ム 改 革の 難 しさか あ ろ う
教育 の プ ロセ ス






旭 川 医 科 大 学 の カ リ キ ユ ラム は イ之だ 完4こ な も の で は な
い.``よ り よ き医 ド芦教 一rヂ'を,とミlllJする 一f畔≡!と し て ノ)カ
リ キ ユ ラ ム ♂)検 壽ナ;よ?舌に 行 わ な け れ;よ な ら な し】カf、 ま た
常 に す べ て ノ)人 格 ノ)関 与・を 要 求 ゴ1ーる も ノ)で あ る 医 学 教
育 者 ワ ー7シ1ソ フ に 参 加 して 、 我 々の 直 面 す る 問 題 の
難 し さ を痛 感 し た 次 第 で あ る し か しrを 供 い で い る わ
け に は い か な い
h教 え る 者 が と(に 教 え な くで も
、'ア:ぶ 者 が 学 べ ろ よ
)な 、 そ ノ)よ うな 教 え 方 は な い もノ)か"
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本学 が設置 され た理 由 は 、匡1民の医 療 サ ー ビ ス向Lが
最 大の もの で あろ う こ とに道北 は医 師 イく足 が深 刻で 地
元の 要望 が強 か った こ と と聞 いて い る、 しか し国立 大学
が増 設 され る以 ヒ、私 は その 意 義 を、 ぽ か に もた くさん
求 め るべ きだ と 考え てい る.そ の ひ とつ に は新 しい医 学
教 育4)吋 能 性 があ る。
まだ ス タ ッフ もそ ろわず 病 院 もな い新 参 者で は あ るが
それだ か らこ そ、既 成 の医 大で な しえな い新 し さを打 ち
iΨ1す・夢が あ る とい って よ い.、それ に:よい ろ い ろの 方匡]1が
あろ うが 、私 が い うの は カ リキ ュ ラム を 作 り なおす こ と
で もなけ れ ば、 新 しい器械 を入 れて 研究 陣 を再編 成 しよ
うとい うの で 亡,ない.今 ・度 ここで"医 学 は 何 の ため に
あ る♂)か"と い.)杜乏本命題 を問 い なお し、 その 答 え に副
りて我 々の 教 育理 念 を 考え なお して み よ うで は な い か と
い う提 案で あ る.,
この101ト あ ま り、 医学 の 進 歩 は ま こと に 目 ざま しい も
の が あった 、人の 生 きる仕 組 み を握 る酵 素 の 働 きが、 ひ
とつ ひとり 解 明 され 、 分j㌃生物 学 は遺 伝 ヂを人 為的 に 変
換 して 新 しい 生物 を創 る こ とに成⊥カしつ つ あ ると い う。
癌4)生 物 学 が 日llらか に な るの も近 い将 来の こ とか も知 れ
な い 、そ して 日 本の研 究 水 準の 高 さは 今や 定評 の あ ると
こ ろで あ る しか しこ れで 我 々の 患 者 は 碧せ に な ったの
だ ろ.)か 、緊.急医 療 対策 に っ いて根 本1内な検討 が行 わ れ
て い るとは 聞 いて い な い。 相 変 らずの 医 療砂 漠 が出現 す
るの で あ る.老 人医 療 問 題 につ いて も同 じで'はなか ろ う
か、匡1民医療 費 の43%は 薬 剤費 だ と い う。 スモ ン病 、筋
拘 縮症 な どの 多発 につ いて は あ る程度 の 解決 はっ い た よ
うで あ るが 、 まだ 未知 の 薬害:が発 生 して い る ・丁能性 は な
いか レ じつ は 本 当に患 者が求 め るのは ク ス リで もな く、
器械 に よ る検 査で もな く、親 身 の こ も った いた わ りの 言
葉で あ り、 看護 な4)で は な いの だ ろ うか 、私 は技 術の 進
士
口 岡 `
歩 にっ い『こ行かれ なくであ えい.でいる社 会ゴ)f見ノiノこを認1識す
る こと か ら、 新 しい 医学 教 育 へ」)模索 が は じま る もの と
考え ケ 、
医 学 の進 歩 を 芝える もの は 研究 の推 進 と、 それ を患 者
♂)ため に還 元 す る こ とで あ る,と ころ が現ノ吠で は研 究.り
み が繁 栄 し、 かた わ ら1血Lの通 っ た医 療 が 衰 えて 行 くの で
は～な いか とお それ る」知 、識技f封 は も とよ り大U」で 、求 め
られ る最 高の 水 準 に まで 自分 を高 め る こ とは 医師 の 義 務
で あ る 、 しか し、 その た め に過 去 の教 育 が職 人 と しで の
医 師 を育 て て きた とす れ ば 、 私達 は そ れ を反 省 しな くて
は な らな いだ ろ う。 患 者 の病 気 を診 るの で は な くて 、病
気 に なっ た 人 をみ てや るので あ る。医 師 は 隣 人の 、1・畢1二痛 を
自 らの痛 み と感 ず る こ とがで き る心 を持 た な くて は な ら
な い。
中 世 の 大学 で は医 学 は 神学 、 法学 、哲 学 と な らぶ 重 要
な学 問で あ った 。技 術 とは別 の 次 元 に住 す るべ きもの と
考 え られて い た ので あ る。 私 は 今 自なお 医学 はhuman
relationの 論理 で あ り、 科 学 は その 方法 と して 用 い ら
れ るべ き もの で あ る こ とを信 じて疑 わ ない 。医 師 はまた、
理 論の 高 さ とll巾i芋に、 これ を患 者に施 す た め に さ らに高
度 の 人格 が求 め られ るもの で あ る。 医 師 は 今 まで に遭 遇
しな か った こ と に対 す る高 度 の 判断 を まか さ れ るこ と が
多い。 また その 結 果は 第一三者 の批 判 にた え な けれ ば な ら
ない,こ れ は豊 か な経 験 と深 い教 養 に裏 うち され て は じ
め て 口r能な 責務 で あ ろ う。 か っ て高 名な内 科 医 のW・ オ
ス ラー は 、医 学 生 の必 読 の 酵 と して聖,韮享、 シエ ー クス ヒ
ァ、 バ イロ ンな ど10種 の 古 典 を あげ た と い う。 我 々 な ら
ば聖,韮}のか わ りに仏教 典 とい うと ころ で あ ろ うか。 西洋
医学 は キ リ ス ト教 をバ ックボ ー ンと して育 っ て きた。 我
々は その 果 実 を急速 に輸 入 した。 技 術 を伝 え るこ とは比






_VI"' C) 1 I I *AJ) 
 ) (7) 7,) S) 7) , 
I `k[Lik < 
-]f (P) tJor),-2 - 
6 !.P, L *Var,i;Ilt L-CL 
               (-,c)11*(/)1'1'7:4-11.--)'-i:12..,-;ri/t,-01
, (7) A f4: A 11111'1 (7)  
(7) 
JJ <Lt(L 
                             (/J'IJ
A POINT 
TO REMEMBER 
      JOYOE ELLEN OKAWA 
Since coming to 
Asahikawa Mcdical
experience for  m 
 'brav
e students 
English no matte 
pick up the puke of 
student life, medicine, 
I have discovered 
cultures everywhere 
looking for a viable 
cement them in 
inhumanity . In 
give a few of 
serious questions 
   If I were t 
philosophy of our 
although science, 
are working feverishly 
controls of his 
ically, bringing 
the death of m; 
we look - - art, music, 
education, etc. - - 
porary world spirit
    College I have been 
     immeasureably impressed 
    by the sincere friend - 
    Iiness and help 
    fulness of both the 
    staff and students .The 
     'f
amily'atmosphere 
     makes working at the 
    College a satisfying 
    In conversations with 
thosewho try to speak 
     at:) I have tried to 
       their thoughts about
       and life in general. 
   that like students from 
      tudents here are 
ablelife philosophy to 
   world of relativityand
thisspace I would like to 
mypinions about the 
 students raise . 
c summarize the blunt 
       I wouldsay that 
technology', andmedicine 
       to put man at the 
universe, they are, iron -
        t he reverse, namely. 
      No matter where
philosophy, science, 
we ncover , this contern -
      that man is merely 
— 4
a chunk of matter chiseled out of 
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life . 
    Who in our society is standing against 
the cry of meaningless existence '? In 
my opinion, the men of medicine fittingly 
oppose the idea of man's death, for it 
seems that the longer man precisely 
studies the mysteries of the human body, 
the louder he must cry :'Man is 
significant'Man is significant "A 
doctor, perhaps morethan any other 
individual in his or her society, knows 
the order, precision,and unity of the 
body because he orshe has wrestled 
with its complexities and its simplicities. 
A well - known American writer, Henry 
David Thoreau, once said : 'If a man 
does not keep pace with his companions, 
perhaps it is because he hears a 
different drummer.Let him step to the 
music which he hears.'It is my hope 
that Idai students will step to the 
truth `Man is significant' and realize that 
it is a truth well worth contending for 
today . 
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昭和50年 度
解剖体追悼法要行わる
去 る111}7日(金1午 後2時 …か ら、 東 本願 寺 旭 月拐l!院
;二才ゲしΣて＼}i召利1,・91129目4),李("1そll月'』1≧上咳μ年ヨ1♂{和;50でト9
月30日 までの 間 に、教 育 及 び研究 の た め遺 体 を提 供 し、
」i1"JL=展の 礎 百 と な られた33名 ぴ若益をr共養す る解 剖f奉追
悼 法 要が 、 とり行 わ れ ま した
当 目は 、あ い:こくv)卜卜1にもカ・かわ ら.ヂ、 高f喬ヒデ 様:ζ
じめ御遺 族10名 、 中1=川 芝庁 長 、 松 本旭 川 市長 、 盛 永 本
学 参lj一は じめ 来賓21名 及 び学 長 は じめ 本学教 職 員48名 、
掌 生92名 が 参列 し、法 要 は しめ や か な中 に も厳 粛 に と り
行 われ ま した
(学 生 課/
各種奨学金について
本 学 に は 、 日II一 の ぽ か に 各 種 レき掌 金
の1倒 度 の適IUが あ4)、 」逐 年 そ プ)奨'芦 生 数 も増 加 し て お り
ま す.
募 集 等 につ い て は 、 そ の 都 度 掲 示 で お 知 ム〕せ し ま す か
ら 、 希 望 す る 掌 生 は掲 承 に 注 意 し で 、 所 定 の 期 目 ま で に
'必 要 ll}:短〔を ド芦'1こ、深1"f:ノヒf系・＼イ是1【iliして ドさ い. ,
〔学 生 課1
各 種 奨 学 生 数 Il昭和51年1月 現 在
ド 　 　 ア　 　 　　 　　　ア 　　 　 　　 　　 　 　　 ロロ　　　
i1.妻r・'L数名 柏tγ 戸Ill
r..一 一一.「一一一 一一「一.一.一 一一一 「一一一一一一「
1第1ダ.彗 「嘉2〆 ゴ1』 第3r～:で ト:1、rI卜..一.一一..『..嘉
貸 卯G,Oi。0「1411f-r』 一丁 一41[+二i






1.研 究生規 程 の 制 定
ωF'究ノ1諌見F産ヵ斗1召イ…[】50年10月221if↓け『ζ㍉昔ib芝され 、{i汗
究 生 に関 す る入 学 資格 、 入学}続 、 研究 期 間 等 が定 め
られ ま した.こ れ は 、学 則 第38条 及 び第40条 の 規定 に
基づ き、 研究 生 につ いて必 要 な 事項 を定 め た もの で 、
争後、 本学 で 受 け 入れ る研 究 生 は 、 この 規 程 に よ るこ
とと'なりま した
2.授 業 科 目の 試 験及 び 進級 取 扱規 程 の 一 部 改 正
授 業科 目の 試』強 ノ乏び進 級 取 扱 規 程の 一1祁を改IEす る
規f`ILうごil♂{租150f}三11}」26日rけて㍉削}i三され、ヂ受業iFHIレ')
試験 及び進 級取 扱 規程 が ・部改.正 され ま した.改 正 さ
れ たLな 点 は、試験 成績 の 評 価 を'誰習 の 評 価 に改 め 、
試 験 そ の他 の 審 査 によ り}'fdtiを行 うこ とが で きる よ う
に した こ と、2学 年以 ヒに また が る授 裳科 目で 履 修途
中 にお けg進 級 判,セの ため の 学 習の 評 価 は 、 合 メ=は否
と した こ と、留 置 基 輩 に 否 と され た 者 も 含め た こ と、
耳恵μ簿」)規定 をhllえた こと τ苧で す.
制 定 されたli牢究 生規 程 及 ひ3'受叢科 目の 試 強 及 び「進 級!(,(
扱 規 程の ・部 を改if-_する規 程 は 、次 」)とお・りで す
1庶 務 課1
旭 川 医科 大 学研 究 生規 程
ロ趣旨
第 一条 こノ)規程 は 、 旭川 医 科 ノく学 「11二:則第匹li・粂)1蘇/巴定
に」潔ザブき、 ノ〔旦月ll矢季斗ノく弓そ 〔⊥Jlぐ 「本z.」 と い う;1飼F
究 生 につ い て 、必 要 な 事項 を定 め る
げ＼学 資 格1
第 二条…li圧'究生 と して 本'L詐に ノ＼弓≧す るこ とび)て冬き る者は
次 の 各 号ノ)一に該1.ポ る者 とす る.
・ 大学 を 字 業 した 者て＼ 学 .七の 称 号 を 有す る 者
=Ill号 ↓り汐トの 者てト、 これ とi司等工り、ヒ♂)rL芦ノJカご.ある と
認 め られ る者
σ＼学 出1頼/
第 三条 研究 生 と して 本 学 に入 掌 を志 願 す る者 は 、 あ ら
か じめ 、指 導 を受 け よ うとす る教 官 の 承 諾 を得 て、 次
の 各 号に掲 げ る菩類 に検 定 料 三千円 を添 えて 、学 長 に
願 い1島な けれ ば な ら ない。
四
/i
入学 願 詐 〔別:,dL様式 第 つ
履歴r(別 記 様式 第..コ
最終 学 校 の 卒業証 日月菩 又はf蔭 ∫証 明 井
健 康 診 断'r
職 につ い て い る者 に あ って は 、所 属 機関 の 長 の 承
諾,隼(別 記 様式 婦{の
t研 究 生ノ)選 考1
第四 条 研 究 宝の1塾i考は 、教授 会の 議 を経 て 、学 長 が 行
.)
σ＼学 ∫・続 及 び 入学許 ・D
第 丘条 前 条 の 規定 に ょ ソ 、研究 生 と して選 考 され た 者
は、li斤定 の 期 日 まで'に、入 学料 一万/ε刊[」を納 付 しな
けれ ば な ら ない 、
5
2学 長 は 、前 項 に規 定 す る 入学 手続 を終 え た者 に 入学
を許 可す る。
(入 学時 期)
第六 条 入 学 の時 期 は、学 期 の 始 め とす る。 た だ し、待
別 の理 由 が あ ると きは 、 この 限 りで ない。
(研 究 期 間)
第 し条 研 究 期 間 は、 六 月以 上 と し、 入学 した 年度 を越
えな い もの とす る。
2研 究 期 間 が満 ∫して も なお 本学 にお いて 研究 を継 続
しよ うとす る者は 、指 導 教 官 の承 諾 を得 て 、研 究継 続
願 〔別 記 様式 第四)を 学 長 に提 出 し、 その 許 可 を受 け
て研 究 期 間 を延 長 す る こ とが で き る。
3-一 回 の 研究 継 続 期 間 は、 当該 年 度 を越 えな い もの と
す る。
(授 業料)
第 八条 授 業料 は、 月額 二 千四 百 円 とす る。
2前 項 に 規定 す る授 業 料 は 、学 期 ご と に、 当該 学 期 の
研究 期 間 の 全 月分 を、 所 定 の期 日まで に納 付 しなけ れ
ば な らな い。
(既納 の検 定 料 、入 学 料 及 び授 業料)
第 九条 既 納 の 検定 料 、 入 学料 及 び授 業 料 は、 いか な る
理 由 が あ って もこ れ を還 付 しない。
(聴講)
第t条 研 究 生 は 、指 導 教官 及 び授 業 科 目担 当教 官 の許
・丁を得 て、 研究 に関 連 の あ る授 業 を聴 講 す る こ とがで
き る。
(施 設 等の 使 用)
第 卜 ・条 研 究 生 は、 各施 設 ・設備 の 管理 者 の許 可 を得
て 、 本学 の 施 設 ・設 備 を使 用 す る こ とがで き る。
(退 学)
第 トー二条 研 究生 が研究 期 間 満 了 前 に退 学 しょ う とす ⇔
と きは 、指 導教 官 の承 諾 を得 て 、退 学 願(別 記 様式 第
1五)を 学 長 に提 出 し、 その 許 可を受 けな けれ ば な らな
いo
(除 籍)
第}一一三条 学 長 は 、指導 教 官 が研 究 生 と して不適 当 と認
め た 者 にっ い て 、指導 教 官 の 申 し出 に よ り、教 授 会の
議 を経 て 、 こ れ を除籍 す る こ とがで きる。
(雑 則)
第1'四 条 この規 程 に定 め る ものの ぽ か 、研 究 生 に関 し
て は 、学 生 に関 す る規程 を準 用す る。
附 則






旭 川医 科 大 学授 業科 目の 試 羨及 び進扱 取扱 規 程1昭ill
四 十・九 年旭 医 大達 第 一一」1)の ・部 を次 の よ うに改正 する。
第 四 条第 二項 中 「 二以 上」 を 「二人以L」 に、 「第 一
項 」 を 「前項 」 に改 め る。
第 四条 第 三項 中 「教 授 会」 を 「教 務 委f,1会」 に改 め る。
第一丘条 を次 の よ うに改 め る。
(学 習 の評 価/
第 五 条 八 寅その 他の 審 査に よ る学 習の評 価 は 、優 、 良
可及び 不Urの 四種 と し、優 、良 及 びrを 合格 と し、 不
可を不 合格 とす る。 た だ し、 二学 年以 ヒに またが る授
業科 目で 履 修途 中 にお け る進 級 判定 の ため の学 習の 評
価 は 、 合 又は 否 とす る。
第六 条中 第一一項 を次 の よ うに改 め、 第:項 を削 る。
(授 業 科 日の単 位 修 得 又は 履修 の 認定/
第六 条 授 業科 目の 単位 修 得 又 は履 修 の認 定 は、 第三 条
第一 項 及 び 第 二項 の規 定 に定 め る試験 その他 の審 査 に
基づ き担 当教 官 が 行 うもの とす る。 ただ し、二 人以L
の教 官 が 担 当す る授 業 科 目の うち、 各担 当教 官 ご とに
単位 修 得 又 は履 修の 認 定 が で き ない授 業科 目につ い て
は 、各 担 当教 官 の合 議 に よ る もの とす る・。
第 七条 中 各 号列 記以 外 の 部分 及 び 第 一号 を次 の よ うに
改 め る。
(留 置)
第 ヒ条 次 の 各 号 の一 に該 当す る者 は、 進 級(牽 業 も含
む。以 ド同 じ。)さ せ ず 、原 級 に留 置 くもの とす る。
一 当該 学 年 に お け る必 修 授 業科 目の単 位修 得 若 し く
は履 修 を認定 され な か った 者 又は 必修 授 業科 目の学
習 の評 価 が 否 と され た 者
第 八条 を次 の よ うに改 め る。
(留 置 かれ た者 の再 履 修)
第 八 条 前 条 の規 定 に よ り原 級 に留 置 か れた 者の単 位 修
得 又 は履 修 を認 定 された授 業科 目は 、 再履修 を認 め な
い0
2原 級 に留置 かれた者の合、否で判定 された授 業科目
は、原級に留置かれた学年において改めて履修 しなけ
れ ばならない。
第九条 を第 卜条 とし、第八条の次 に次の 一染 を加える。
(聴講)
第九条 授業科 目の聴講 を希望す る者は、所定の期 日ま
で に聴 講願(別 紙様式第四号)を 提出 し、当該授業科
目担 当教官の許可 を得なければならない。
2前 項 により聴講で きる授業科 目は、聴講す る学生の
該 当す る学年以下の学年において開講 されている授業
科 目とす る。
































本学 に と.,こ 、 交 通1,購L》 末 整 備;‡ ・悩 み.!)種 で'す が 、
初 冬1ノ)llll末:こ は 、 ノ{/,套 社 ノ){皮:;ス ト ラ イ キ 」)た め.通
学 通 勤 に 著 い ■ イ・i難が生 じ 、 と(に 授 叢 に た い す る 影.dli…
7が』考 慮:さ れ ま し/.二 二.1)た}」)イ ぐ3∫:で・:よ、1111281iと121」
4iiノ)2iに わ た.プ ご ノ、γ.一 ル バ ノ、4.)乗 屯・、.ノ)、}円査 を'ノご
施 し ま した ス ク.一 ル バ ノ、」)褒 卓)ヒ 員 が64名 の た め 、 上見
呑1し/)ド髭ノヒ委父:二女・fして1斗ξし.(ニイ1㍉功 な 乗1:周 査 力ごで'き る カ・
と二』'『)カL>>L'1"Jもメざノリ ま三しYこ カ＼ 糸占腎ξ;よ耳写ll目i}128名 、 舞'152
回 目 は47名 で』した
交Pクト:こゴ,/5ノとご、㌧、 交rfhf・ ヰ;貨を ノ{ノ、:こ中貞ら さ1る をu.f・Y'なL】
本 学 と し.cは 、,1ノ ・1.り女操 に も限1嬬 が あ り 、 学 生 ・教 職
し1》リゴう㌧、ノ三、う・ド)、 ノ{ノ,∫でrヒツ∫ゴ・菱;こ、 二2'≧」≒・傾可辿三'拝業 と しゴご
.り自 覚 を 求 め る1跡 か 強 い
Gそ 生 。特1
学生団体一覧
、)《・'らお・か 第5号 で'、 学 生 団 体 ノ.)届III1状況 に つ い て お
一,1]ら一ぜ し ま した が 、 史'に 次 ♂)と お り 届 出 が あ り ま し た
Gそ 生 課 〕




団 体 名 会 員











顧 問 教 官 .
'111111f窪IVi
故兼重達男君追悼記
仲 西 忠 之
イ講 座 ご)助 ∫で3-y)/
に し て 、 は や1ケ 目 が







と 初 め て 逢 っ た の は 、 昭 和45年 初 夏 の 頃 で した 。 当 時 の
彼 は 食 慾 が川三盛 ド乙、)・#:飯 を2杯 も'tて いFら1ず'て し ば し
ば 私 達 を 驚 か せ て お り ま した と こ ろ が 本 年 の 初 め 頃 力・
ら 「胃 の こ な れ が わ る い 」 と訴 え 始 め 、 こ こ ろ な し か や
っ れ ヵごil、:ヶ2よ う:こ な っ て き ま した こliiづ塞rl∫1勾)):.よら だ
り丙1写〔三1日i・ 上受先 ∫1そ1『こト料彗'{し`こ/】/こ ノ三 き ま しノごカボ、 ゴ・
!惑 ど 才ゴりδ参i折∴よli更↑生斗層で'し た そ して2目21日.iヒ;litji'iノ く
・』≧[ヌミ'1j∫:剖二Ffナ1
,薦斗丙1写己tVμLi/トFBこ ノ＼1;)[己、 、1者1・灸'近」)」)ち3116
日 型 ど お り 開 腹 ∫・1付を'受:ナ ま し た し か しiLyす で に1里 く、
弓場娼jl捗と全コ(ll;こ聖皆)!)幸云{…多力ご侮隻、㍉忍 さ オし、 ギ3iヒノJl∫余f・1寸:.tf∫L才)オし・な
い ま ま にPf・1寸:よi警;,ま し た そ 」)1麦3目25iL}とIFノ 「己し 、 一
時三は ⊥り、自1∫、りX71}穏な'}モ活 に 戻 一)、た か に み え ま した が 、 本 年
夏L`{か ら腹 水 、「)た3611i,1:・1甫を 、訴 え る よ う に な り、8125ii
再 度 同 外 科 に 入1;完、 迫 り く る 死 を ゴP期 し な が ら 院 内.で 月
日 を 駐 ね て い る う ち に 、 秋 空 のiii"さ ち や や 霞 み 始y♪ たLl.〔、
病 勢 に わ か に 改 ま り 、 ご 家 族 、り ∫汎 」:し・行護 も 乍 し く 、 遂
1三II召(1150qこ111114il'}』 ・自1∫111Ly、 不4111♂)ノ＼と ・なll30..f`.り)i[.1
い 生 涯 を 閉 じ ま した
.化ilirif=3和己茸j:こも・}温」亘 さ れ ま し ノと.よ う に 、 ご辺主f唇:よ」旦 言
;こ、kl)尾旦Fliひミ季斗ノく'幽ダ::こ客ゴ貝曽さ 著t、/:見/E!トこ弓そご)iyj'.蒔ijぢそ孝気三ミ
1ノ)」旦f乍f緊r声 躯 し・「)1いで'永 い 巨艮1,: .二掌七ん・れ て おーり ま す
7
兼重 君 は昭 和21年1月26日 、誇 り高 き開 拓 農 家」)=男
と して、 九旦月il行タ亙交βの'1劉秣田∫に出 生 し、E_1;!:ILIII東i請'1ワ;
学校 を糸釜て 、38年4月.化 海 道教 育 ノく学/吐主川 分 校 に 入学 、
42年 同 校卒 業 、直 ちに北 海道 大学 医 学i【}踊4{剖学 第1講1'1〔
に奉 職 し研 究 生 活 に入 りま した、,そ して481卜 旭 川医 科 大
掌の 新 設 に伴 い、 私 と共 に北 大 か ら本掌 に赴 任 しました,
北 大医 学 部 在職 中 は 人頬 学 お よ び 考占rl」そをili攻 し、 礼 文
島 神崎 ウエ ンナ イホ遺 跡 、北 海 道 ヒ川郡 東川i町の 墳 墓遺
跡 な ど数 多くの道 内 遺 跡 の 発堀 をr懸 けて お り、 その 業
績 はiii門 家 のlifEiで高 く評 価 されて お ります 、また 本学 に
赴 任 して か ら も、解 剖 学講 座 建 設 ♂)ため 、 と りわ け解剖
用 ご遺 体 ノ)収集 に尽 ノJし、幾 多の 占了酷 な条 件 を乗 つ越 え
で、 第1回 の 肉眼 解 剖r汐 メ≦習 を実現 させ た功 績 は 本掌 創
μ乏ノ)弊三史;こ永(、 記垂求され て しカ・る・＼き もノ)と/言じま ポ
iF"究孝文fj㍉面てトゾ)七占踊{も 目多εま し く、 末1=肖神糸義ノ)有ii〕宣糸泉示匪
ノ)%/イヲr臼り責斤'究、f妾1ノく}退1支杓}1糸義し7)上ヒ4孟交角弔跨り._.,';一!i・/1i汗'究、 ノニ
クイザ ル中枢 神経 の組 織r""III勺研 究 な ど、 そのli牢究分野 は
多彩 を極 め て お りま す また ヒ述 の とお り、 肉眼 呑律潮 実
習 は彼 が最 も'L書1熱を傾fし た 分野 で 、実 習 指 享 に際 しで、
知 る こ と知 ら さ るこ と を[唆別 し、決 しで 自己 を虚ililiむる
こと を しな か った教 育態 度 は学 生詣 君;こは す ξに周 知 ノ)
とお ・).であ り ま ギ、
紙 数_制 限 か 誰)ります)りで 、 こ こで欄 妻 いた しますが、
こノ)拙文を結 ふ に あた り、 兼重 君 の ご冥 福 と、 ご遺 族.り
〔」;量ゴー未亡 人 お よ び ご 令1譲ノ)昇j'一ちゃ/tの こ 多蒼を心 か ら
お・f/r→141しあ:すま ポ 合・字二
〔解 剖掌 第 一講 座 教!受!
短 信
率 好 評 な星 文庫 乎
イ∫.3そF付ノド王駆×1,穿食肖てト;よ、 去 る7月111{:こ 、 占父彗ミ屡気リノ、イ㌃ノ)
御 父君 要祐氏 か らr臨 床 外科 全 井』 及びr図 説 ∫・術器
械 の すべ て』 の 含計18冊 の医 学 阻 り寄 贈 を受 け、 星 メ(庫
と 名付:すて一貸 し出 しを行 って い ます が、 「ili問科 目ヘ ノ)
興昧 を そ そ る内 容 のL渕書 で'ある」 と好 評 です 、
な お、 学 友 会 か ら管 理 を 委託 された 『筑 摩 文学 大系 』
『レーニ ン選 集』 『松 本清張/_.}一_集 』r複nt!』.4=v)教
養[ツ1,準も近 く必 要な 弥糸売き を糸冬え、 配 架ノ)」与定 です.
q刈 、1}課/
8
乎 第23回 北 海道 地 区 大学 体 育 大会 の 開催 に つい て 車
_{ヒ～毎)直」「也1)くノ・こ'』」そf本で∫房み、i義-:IJJhhi、義`至!f;よ、ll乍f卜12'」111i
に北 海道 大学 で 行 われ 、帯 広 畜 産 大学 が 当番 校 とな'、て
開1崔され る第23il】1d】召和51でiモ度/r也 レ(体にっ いて♪欠ノ)と
お り目程 を決 定 しま した っ な お体育 協。義会加 盟 ノく掌 は、
ノぐ使 女 ∫一短 期 大学 が加 盟 し、3大 学 が辞退 したた め41大





11目 、12目(1二 ～ 月/
競 技 終 ∫後
(掌 生 課/
恕 糾
▲ 本 学 の あ る``神 楽 岡"は 、 ア イ ズ語 の 「ヘ ノチ1ウ シ」
=歌 舞 に あ わ せ て 「は や し ・っ け て い る ・場 所 」=を 意
訳 し た 「神 楽 」 に よ る もノ)と い わ れ 、 ま た こ4)1r_は ア イ
ヌ の 祭 場 で あ り た ノ)で は な い か とr,考 え ら れ て い る
▲ こ」)地 が 一躍 脚 光 を あ び ご歴 史 ヒに 登坊}す る の は90年
ほ1ど さ 、う▽)ぽ1る 、 明 治20年 前 後 、 明 治li三レ家 ノ)確 ・「1=を迎 え
て 、 政 府 は そ の 政 治1内 集1い,・!、軟てrあ る 皇 室 ノ)経 済1白 基盤 を
ヨ ー一 ロ ソハ 」)絶 対 君Lレ リイゾ、有財 産lifl」に な ら コ.こ 、f碗 保 し
よ う と は か り た そ れ が 全匡1に 設 定 され た 広 大 な 御 料 地
・御1料 イ木で あ;)
、 そ して』そ ノ)1こ要 対 象 と し.iヒ 海 道 ノプ!∵
有 山 林 原 野 が あ て ら れ た ・りで あ る 他 方 で 、 こ の 時 期 に
;よ、_IL二i1+k)!」〔1}十・JてFイi詐/よ一)一「り・(1ノ、1「∫4皇ノ耳一,しLミ1倉」し:よ=しe」ノリ、 さ レー);二
「申二
il箔も女手建客∬女'策ノ)`f'-rli・J要2技 力・ら 、 ヒir,:二本)亘 び)1い'じ・:二
位 置 す るL川 地 方 に そ の 視 座 が す え らね た
▲/'J,ヒ くノ「)よ う な ∬文fll・1;F1イi・'・1韮:弓二旨り 塩・=司乏臼孔」ノ1たでレ己v)ぢ と;こ
急 速 に ヒ川 の 地 の 開 発 を 促 進 す るf・ 段 と し ご、 この 地 に
嵩佳響ギを 設 け る こ と が 決 定 さ れ 、 そ ノ)離 宮 距定 上也と して'「
拳申楽il司」 び)上L331u」3歩 力ai/ltii23で}{1二子宋子尺さ ノ:ノ≧ソ)r(ひ涛)る
1司時 に こ の 離 宮 を 中 心 に 神 居 ・西 神 楽 ・東 神 楽'帯 ノ)1
ノ∫余 田」畠メ歩力ごrf二こ1孟i1イξ:トt也と し 『ご、 さ ら;こL.」 ∠ユ3ノ ∫5T-J'頻 雰
の 官 有 林 野 が'°'-13通御 料 地 と し て 編 入 され た
▲ た だ 、 離 宮 の 建 設 ノ)み は'り い に 実 現 せ1ご に 『)や む や と
な;)、 そ 」)t也J)一 剖1は ノくIE13年 にi=川 神 社 を 移 して 神 域
に 編 入 替 え さ れ る に い た っ た.ア イ ズの 祭 場 とt,い わ れ
る 「神 楽 岡 」 は 、 そ の 意 も ノくき く そ こ な わ ず 、 上見 人 神 ノ)
幻 の 離 宮 地 か ら 、 天 皇 祖 先 神 の 鎮1^1{す る地 と し て ひ きっ
が れ た の で あ る が 、 ま た ・方 で 、 神 楽 御 料 地 は 大II.f7{期
に お け る 全 国 で も 代 表 的 な 小 作 施 義 を 〆1三み 出 し た 地 と ≠1
な っ た 、 そ の 地 の ・郭 に 、 本 学 が 臼 亜 の 姿 を ㌔二皇、「ノ1させ て
い る わ け で あ る 、
(は1
